
能

登

強

震

地

域

踏

査

報

告

昭
和
八
年
九
月
二
十
一
日
午
後
零
時
十
四
分
頃
設
現
し
た
能
登
強
震
に

つ
き
、
岡
田
肇
長
の
命
に
よ
り
出
張
、
強
震
地
域
の
{
貫
地
踏
査
を
な
せ
り
、

共
の
概
要
を
左
に
報
告
す
る
。

一
、
七
尾
町
(
石
川
勝
鹿
島
郡
)
此
底
で
は
九
月
二
十
一
日
午
後
零
時

十
五
分
頃
一
ゴ

l
」
と
い
ふ
地
鳴
と
共
に
極
め
て
念
激
な
る
地
震
を
約
二

三
分
間
感
じ
た
り
、
而
し
て
之
は
単
に
一
個
の
地
震
で
は
な
く
同
一
程
度

の
強
震
を
二
岡
引
績
き
て
人
鰭
に
感
じ
た
る
も
の
な
り
と
い
ふ
。
邸
ち
一

分
以
内
で
最
初
の
地
震
は
共
の
震
動
を
柊
り
、
共
の
静
止
を
明
か
に
認
め

し
後
第
二
同
の
地
震
が
始
り
た
り
ル
」
い
ふ
、
命
叉
最
初
の
地
震
は
東
西
に

次
は
南
北
に
震
動
せ
り
'
と
い
ふ
も
の
あ
り
。

土
臓
の
多
く
は
笠
が
趨
裂
剥
落
レ
(
口
給
{
局
員
第
「
国
参
照
)
、
通
常
の

出
家
屋
に

τも
壁
一
仏
亀
裂
を
生
じ
た
る
も
の
多

L
、
海
岸
は
概
ね
埋
立
地
よ

り
成
り
沿
岸
正
平
行
な
る
鍾
裂
線
を
生
じ
、
地
震
ξ
同
時
に
そ
と
上
り
水

鷺

坂

竹

田

コ
一
九
ん建清

信

の
湧
出
せ
し
も
の
数
ケ
所
あ
り
。
勿
論
共
編
裂
線
上
の
建
築
物
は
破
損
多

し
、
寝
屋
一
第
二
固
は
亀
裂
線
と
共
上
に
建
て
ら
れ
た
る
七
尾
治
修
築
事
務

所
の
納
屋
に
し
て
二
棟
破
損
せ
り
。
町
内
に
も
長
さ
十
米
乃
至
二
十
米
の

小
趨
裂
線
二
三
あ
り
て
其
線
上
の
家
屋
は
破
損
せ
る
部
分
多
し
。
又
町
内

の
井
戸
水
は
多
ぐ
は
山
口
問
時
湧
山
内
目
一
亙
を
増
す
主
共
に
混
濁
せ
り
。
山
王
寺
一
利

枇
の
石
燈
箆
の
上
牛
部
は
西
微
南
へ
二
'
佃
轄
落
L
、
又
丸
山
公
園
の
日
像

上
人
の
銅
像
は
北
へ
縛
落
せ
り
。

次
に
七
尾
港
東
部
の
護
岸
堤
の
長
さ
二
百
二
十
米
、
幅
約
四
米
の
も
の

は
三
乃
至
十
糎
沈
降
せ
り
(
馬
民
第
三
岡
・
参
照
)
但
し
此
差
は
極
め
て
堅

牢
な
る
共
の
護
岸
堤
の
岸
壁
の
幅
約
五
十
粧
の
も
の
に
封
し
て
の
事
に
し

て
、
此
の
岸
壁
は
深
く
杭
ケ
一
打
込
ん
だ
上
に
治
ら
れ
た
ん
」
言
ふ
が
故
に
或

は
此
の
岸
壁
の
部
分
が
隆
起
せ
る
や
否
や
は
不
明
な
り
、
倫
此
の
岸
壁
は

左
右
へ
も
三
乃
至
…
十
粧
の
曲
り
を
生
じ
た
り
c
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七
尾
港
修
築
事
務
所
の
検
潮
儀
の
記
録
に
よ
れ
ば
地
震
津
浪
は
杢
然
認

め
ら
れ
・
ヂ
、
郎
ち
今
同
の
地
震
は
七
尾
湾
内
に
於
い
て
海
底
表
面
に
著
し

き
地
愛
た
き
事
を
確
認
す
る
も
の
た
り
、
第
二
国
は
七
尾
港
修
築
事
務
所

341生
伏八、

の
検
潮
儀
記
象
の
複
寝
に
し
て
念
激
に
振
動
せ
る
は
地
震
の
記

録
に
し
て
共
の
後
に
於
い
て
平
常
に
復
し
津
浪
の
記
録
を
認
め

ざ
る
べ
し
。

第二園 七尾i響除潮{義記象

〈内務省七尾港修築事務所〉

」¥¥¥¥¥i
庁《

飴
震
は
一
般
の
人
の
感
ヤ
ノ

る
程
度
の
も
の
は
二
十
四
日

夜
迄
に
三
四
同
に
し
て
何
れ

も
地
鳴
を
伴
へ
り
、
極
め
て

微
小
た
る
も
の
を
も
数
へ
れ

ば
十
数
同
た
り
と
い
へ
る
も

の
あ
り
。

一
、
石
崎
村

本
村
は
土

蔵
及
び
人
家
の
壁
の
鐙
裂
或

は
剥
落
せ
る
も
の
極
め
て
多

く
、
一
般
建
築
物
が
七
尾
町

に
比
し
て
不
完
全
之
は
言
へ

共
破
損
の
欣
態
か
ら
見
て
共

の
震
度
は
七
尾
町
よ
り
強
き
が
如
し
、
此
庭
で
も
地
震
は
明
か
に
識
別
し

得
る
二
個
の
地
震
を
感
じ
前
者
は
東
西
振
動
に
し
て
後
者
は
南
北
振
動
な

り
と
い
ふ
。

一一一九九



お
由
民
第
四
国
は
烏
居
の
破
損
を
示
し
、
弱
震
第
六
固
は
イ
ソ
ラ
イ
ト
工

場
の
全
景
で
あ
る
が
此
工
場
の
一
部
の
崖
崩
れ
の
た
め
二
名
の
死
者
を
生

じ
た
り
、
叉
官
包
旧
民
第
七
闘
は
此
の
工
場
の
近
傍
の
崖
崩
れ
を
示
す
。
墓
石

の
廻
轄
は
七
尾
町
よ
り
石
崎
村
に
達
す
る
迄
は
何
れ
も
反
時
計
絞
約
三
十

四
O
O

度
位
の
廻
轄
を
な
せ
る
も
の
を
多
く
見
受
け
た
れ
ど
も
石
崎
村
に
は
時
計

様
の
廻
轄
を
た
せ
る
も
の
あ
り
た
り
。

次
に
七
尾
警
察
署
調
査
の
被
害
表
を
よ
刀
一
に
掲
載
す
る

U

被

表

(
石
川
鯨
鹿
島
郡
七
尾
町
警
察
調
査
、
九
月
二
十
三
日
夜
現
在
調
)

害

西矢 崎 東 西 烏徳中東端田石七

計湊黒村山島島屋田島湊 村議崎尾

村 村村村村村村村村 村町

予E

一一一 一 一 亡
一

一
重

人
一 一 ー"、ーー二-三 傷

一

四 一 軽傷
四 二 五 一 。五-'、

一 一一

潰在1]
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一
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一 一 一一一 二五一 一
一
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一 一
在漬IJ 
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!司 コココ五
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五五一 ニ-0八八
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右
の
表
よ
り
被
害
人
数
の
全
人
口
に
封
ず
る
割
合
、
並
び
に
建
築
物
被

害
数
の
世
帯
教
に
釘
す
る
割
合
と
を
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
な
る
、
ぬ
間
後

者
を
国
示
せ
る
も
の
は
第
三
国
で
あ
る
u

西矢崎東四烏徳中東端回 石 七

回、
鶴崎尾湊郷 山島島屋田島湊
潰

村村村村村村村村村村村町町

一 A 
一回二二一四四一二二 一 一一
八 O 六一七八六二七 O 九七 八八
五二三五 O 二三九三七 四四 日
八五二四六 O 三二二五八五六

被害

'-一
人数一 一 五 一一一 /又八.一 一

世
一 一

帯
五'八四三三 O 九二四三二四八
O~五五六ニ一四四九六一八 数
九、一六八三三四五六二四四九

建

一 一 数鞠被害一
二 四 六 八

五一 二二五一二九 O 五六

O O 。 O 00  . . 
一 一 一 一 -;、-一

% 

九 O ?????J5i/d ZE 八一- 六'二五四四一七一一
五

一
、
端
村
和
倉
此
庭
の
震
度
は
強
震
に
し
て
新
し
き
家
屋
多
き
故
被

害
は
一
般
に
少
な
く
硝
子
障
子
た
ど
は
殆
ん
ど
破
損
せ
夕
、
壁
に
鐙
裂
は

所
々
に
見
受
け
ら
る
、
然
L
古
い
家
の
壁
等
に
は
可
な
り
に
剥
落
せ
る
も

の
あ
り
。
埋
立
地
の
小
短
裂
、
護
岸
堤
の
小
破
損
、
石
燈
能
、
墓
石
の
特

第三富 建物被害教の世帯数に到す石割合

ム

Ta
山

J宅

怠P3?
æ~:怠
C.5 O.~ 

/豆:ゐ

倒
等
あ
り
。
温
泉
は
一
時
湧
出
量
を
激
増
レ
且
つ
混
濁
し
た
れ
ど
も
、
一

雨
日
中
に
同
復
せ
り
、
街
地
震
の
際
温
泉
の
導
管
の
破
損
せ
し
部
分
数
ケ

所
あ
り
た
り
左
い
ふ
。
浴
客
中
地
震
に
あ
わ
て
、
λ

二
階
よ
り
飛
び
降
り
て

負
傷
せ
る
も
の
あ
り
主
い
ふ
l

四
O 



奥
原
、
船
尾
及
び
川
尻
等
銭
道
に
沿
ふ
附
近
に
於
て
土
蔵
の
壁
の
亀
裂
、

剥
落
、
・
住
家
の
壁
の
鐙
裂
或
は
住
家
の
帯
戸
の
破
損
せ
る
も
の
等
被
害
相

営
に
多
く
見
受
け
た
り
、
震
度
は
石
崎
村
に
匹
敵
す
る
強
さ
友
h
y
。
‘
此
庭

で
も
本
震
は
大
き
い
も
の
が
二
岡
引
綾
き
て
起
り
線
震
勤
時
間
は
二
八
刀
か

三
分
位
で
始
め
の
も
の
は
三
十
秒
乃
至
一
八
刀
に
し
て
、
ほ
ん
の
瞬
時
静
止

し
更
に
震
動
せ
り
と
い
ふ
。
而
し
て
前
者
は
南
北
へ
振
れ
て
後
者
は
東
西

ヘ
震
動
し
後
の
方
大
ー
な
り
と
い
へ
る
も
の
あ
り
、
然
し
前
者
も
相
営
に
強

〈
同
一
階
級
の
地
震
た
り
、
地
鳴
は
汽
車
の
走
る
一
音
の
如
く
問
え
た
り
と

い
ふ
。和

倉
、
船
尾
之
の
聞
の
銭
路
は
枕
木
共
砂
石
の
上
に
浮
き
上
り
左
右
へ

一
尺
程
づ
れ
て
$
字
形
を
・
な
し
た
る
箇
所
三
ケ
所
あ
り
但
し
之
は
沼
地
の

近
傍
に
て
疲
土
を
し
て
軌
道
を
造
り
た
る
部
分
に
し
て
多
少
沈
下
せ
り
と

い
ふ
。
然
れ
ど
も
数
時
間
に
て
修
理
さ
れ
、
汽
車
は
関
連
せ
り
。
端
村
々

役
場
に
於
い
て
は
西
向
き
の
戸
は
づ
れ
た
り
、
叉
奥
原
の
鯨
道
に
沿
ふ
土

澱
南
へ
か
し
ぎ
、
壁
の
亀
裂
剥
落
せ
る
も
の
あ
り
。
端
村
の
某
人
(
五
十

歳
位
の
男
〉
は
徐
震
に
大
き
な
も
の
が
来
る
と
て
叩
叫
ん
怖
し
、
海
へ
投
身
自

殺
せ
る
も
の
あ
り
左
。

一
、
田
鶴
漬
村
弱
震
第
八
闘
は
某
酒
庄
の
土
裁
の
全
潰
並
び
に
壁
の

剣
落
を
一
不

T
n
此
白
土
蔵
は
か
な
り
古
き
も
の
な
り
、
此
の
外
木
村
の
土

四
O 

臓
の
壁
の
剥
落
、
住
家
の
壁
の
箱
裂
等
の
程
度
は
大
躍
に
於
い
て
石
崎
村

及
び
端
村
に
匹
敵
す
る
強
震
で
あ
る
。

同
鶴
潰
よ
り
七
尾
潜
西
湾
に
沿
ふ
て
白
演
、
盤
津
、
中
島
之
進
む
に
従

ひ
念
激
に
被
害
は
減
少
し
其
震
度
の
減
少
せ
る
を
知
る
、
中
島
に
は
大
煙

突
の
破
損
等
あ
る
が
詳
細
は
中
央
気
象
蔓
輪
島
測
候
所
の
報
告
に
あ
り
。

一
、
東
湊
村
松
尾
よ
り
七
尾
へ
遇
宇
る
山
路
に
二
粍
程
の
一
隔
の
地
割
れ

あ
り
て
南
北
に
走
る
。
向
東
湊
村
七
尾
湾
岸
の
臼
地
磁
泉
に
は
愛
化
な
し

」と

一
、
越
路
村
芹
川
及
び
=
宮
等
に
於
い
て
は
壁
に
趨
裂
等
見
受
け
ら
れ

中
地
震
被
害
殆
ん
ど
た
し
、
徳
田
村
飯
川
に
於
い
て
も
地
震
に
よ
る
被
害

は
軽
微
た
り
左
認
む
、
印
ち
初
咋
地
溝
帯
の
方
向
に
被
害
医
域
の
延
長
せ

る
傾
向
は
認
め
ら
れ
や
ノ
下
換
一
一
一
目
す
れ
ば
此
の
方
向
に
地
援
の
著
し
き
も
の

は
友
き
が
如
し
。

一
、
熊
登
島
、
西
島
村
須
曾
、
被
害
殆
ん
ど
左
し
、
此
の
島
は
海
岸
一

帯
碓
藻
土
の
取
り
ま
け
る
も
の
に
し
て
、
石
崎
村
方
面
よ
り
見
て
地
震
直

後
、
・
島
の
海
岸
庭
々
に
砂
煙
を
立
て
L
崖
の
崩
れ
落
る
を
認
め
た
り
と
。

カ
ラ
ス
島
の
北
々
東
側
の
崖
崩
れ
に
よ
り
て
快
落
ち
樹
木
海
中
よ
り
突
出

す。
一
、
中
乃
島
村
佐
波

海
岸
に
突
出
せ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
船
着
場
破
損



い
あ
り
、
海
岸
近
く
の
泉
震
後
著
し
く
増
水
し
ん
7

も
止
ま
や
ノ
。
佐
波
]
兎
屋

間
の
山
中
は
岩
石
の
極
め
て
回
き
地
唐
に
し
て
愛
化
会
く
左
し
。

二
穴

1

此
の
部
落
は
低
き
埋
立
地
の
如
き
所
に
あ
り
。
被
害
は
此
の
附

近
に
て
は
一
番
多
く
、
土
臓
の
壁
落
ち
或
は
傾
き
た
る
あ
り
c

地
割
は
庭

々
に
生

C
水
を
吹
き
出
し
、
砂
を
交
代
て
噴
出
せ
る
も
の
多
し
ξ
い
ふ

U

地
割
れ
の
最
も
著
し
き
は
幅
八
糎
に
も
及
び
片
足
落
込
む
程
の
も
の
人
家

の
?
?
を
通
り
て
長
さ
約
十
間
程
の
東
西
及
び
ほ
ど
之
に
直
角
に
走
る
あ

り
、
恐
ろ
し
き
地
鳴
を
震
前
に
聞
け
り
'
Y

」0

日
川
ケ
嶋
.
爆
禁
性
の
一
音
を
聞
き
て
後
念
激
な
る
震
動
を
感
す
と

0

・樹

木
南
北
に
振
動
す
。
此
の
附
近
に
て
は
屋
棋
瓦
落
下
し
、
井
水
の
増
水
は

げ
し
か
り
し
と
。

日
出
ケ
島
よ
り
野
崎
に
通
や
る
崖
下
の
道
路
に
二
十
米
程
の
土
よ
り
岩

石
落
下
し
、
小
製
生
二
名
通
り
舎
は
せ
し
も
の
負
傷
し
、
一
名
は
不
幸
に

も
死
亡
せ
り
と
。
向
田
、
緩
の
目
問
の
道
路
に
で
も
崖
崩
れ
に
よ
り
向
田

の
郵
便
夫
、
同
の
中
に
と
ろ
げ
落
さ
れ
負
傷
せ
る
も
の
あ
り
と
。
角
野
崎

村
は
被
害
極
め
白
て
小
・
な
り
ふ
」
い
ふ
υ

一
、
能
登
牟
島
東
海
岸
方
面
此
の
海
岸
は
一
般
に
震
度
四
印
ち
強
震

(
弱
き
方
)
の
程
度
で
家
屋
の
壁
の
亀
裂
等
も
飴
り
見
受
け
ら
れ
や
、
崖

崩
れ
1

地
割
れ
等
も
極
め
て
軽
微
な
る
も
の
が
二
三
あ
る
の
み
で
あ
る
、

以
下
此
の
沿
岸
の
村
落
に
つ
き
階
奈
せ
し
概
要
を
記
す
。

一
、
伏
木
町
で
は
地
震
に
際
し
て
の
地
餐
の
た
め
地
下
水
の
噴
出
あ
り

た
り
。
又
伏
見
町
で
は
震
度
は
伏
木
左
同
じ
く
強
震
(
弱
き
方
)
で
あ
り
、

勿
論
さ
し
た
る
被
害
を
認
め
宇
。

一
、
宇
波
村
小
境
の
鯨
道
の
大
境
に
通
や
る
海
岸
に
面
せ
る
所
に
道
路

破
損
し
て
通
行
不
能
と
た
り
た
る
部
分
あ
り
、
之
は
数
日
前
に
低
気
摩
に

よ
る
高
波
に
よ
り
破
損
せ
し
部
分
に
、
今
同
の
地
震
に
て
上
よ
り
岩
石
落

下
せ
し
も
の
た
り
。

姿
部
落
は
被
害
認
め
ら
れ
宇
、
寺
の
墓
石
等
に
も
餐
化
は
見
出
せ
宇
。

一
、
女
頁
村
中
国
会
村
中
二
三
箇
所
か
ら
う
じ
て
夜
見
し
得
る
程
度

の
地
割
あ
り
。
又
土
蔵
一
つ
に
小
さ
き
題
裂
を
生
ぜ
る
の
み
。
井
水
愛
化

た
し
。

壁
に
も
土
地
に
も
亀
裂
認
め
ら
れ
守
、
震
前
制
鳴
あ
り
。

此
庭
は
昭
和
五
年
十
一
月
北
伊
豆
裂
震
に
引
積
き
て
地
、
こ
り

を
生
じ
問
題
を
生
ぜ
し
所
に
て
、
今
同
の
地
震
に
つ
き
我
々
は
共
の
地
、
と

り
の
扶
況
に
つ
き
特
に
注
意
せ
る
も
の
た
る
が
今
岡
は
殆
ん
ど
な
く
、
唯

山
居
ぶ
ち
の
家
屋
の
下
を
長
さ
三
十
米
位
の
幅
一
粍
足
ら
宇
の
短
裂
北
西
に

走
る
も
の
を
生
じ
た
る
の
み
た
り
。
本
震
の
際
強
き
地
鳴
あ
り
し
在
、
又

九
月
二
十
三
日
正
午
迄
に
飴
震
三
同
感
中
。

平
津

吉
岡

四
O
一↑一



一
、
八
代
村
園
見
此
庭
も
引
績
き
地
、
と
り
の
あ
る
所
で
殊
に
昭
和
二

三
年
頃
の
も
の
は
著
し
か
っ
た
、
然
し
今
岡
の
地
震
に
伴
ふ
て
は
何
等
の

養
化
も
認
め
'
ら
れ
た
か
っ
た
。

一
、
南
大
容
村
小
川
内
壁
に
小
た
る
亀
裂
所
々
に
あ
り
、
石
崖
の
く

づ
れ
し
箇
所
一
ケ
所
、
九
月
二
十
三
日
午
後
三
時
頃
迄
に
飴
震
三
岡
あ
り

ル」。

悌
の
前
地
震
前
に
風
撃
に
似
た
る
強
き
地
鳴
を
聞
き
た
り
と
い

ふ
、
壁
に
趨
裂
等
は
認
め
ら
れ
や
。
之
よ
り
北
部
海
岸
線
に
そ
へ
る
奄
部

落
に
到
る
迄
地
割
壁
の
亀
裂
等
を
見
受
け
ら
れ
や
。

結
尾
.
今
度
の
能
登
強
震
で
士
地
の
鑓
裂
、
沈
降
、
堤
防
の
破
損
、
鍛

道
線
路
の
曲
り
、
土
臓
の
壁
の
亀
裂
剥
落
等
の
著
し
き
場
所
は
軟
弱
た
る

埋
立
地
や
沼
地
に
多
く
、
連
綬
せ
る
所
謂
断
居
的
鍾
裂
の
如
き
も
の
は
認

め
ら
れ
な
い
。
然
し
七
尾
湾
海
底
に
如
何
在
る
地
援
が
存
す
る
や
は
知
る

べ
く
も
な
い
、
然
し
な
が
ら
七
尾
湾
修
築
事
務
所
の
検
潮
儀
の
記
録
よ
り

し
て
此
の
海
底
に
さ
し
た
る
地
税
え
の
た
き
事
は
確
認
さ
れ
た
0
・

，
次
に
震
度
の
五
郎
ち
強
震
直
域
は
第
一
固
に
一
不
す
が
如
く
で
あ
る
が
之

が
中
心
を
以
っ
て
震
域
の
踏
益
上
よ
り
見
た
る
震
央
主
定
め
る
、
印
ち
七

尾
湾
南
湾
石
崎
村
東
方
沖
(
東
経
百
三
十
六
度
五
十
八
分
、
北
緯
三
十
七

度
四
分
)
左
た
す
、
震
源
が
極
め
て
地
表
面
に
近
き
と
を
は
震
度
分
布
の

四
C
四

配
布
欣
態
か
ら
し
て
明
か
で
あ
る
一
!
他
方
走
時
曲
線
が
地
表
団
地
震
の
特

性
を
備
へ
て
居
る
と
ー
と
か
ら
も
言
へ
る
。
此
庭
の
地
震
に
於
い
て
特
に
注

意
さ
れ
る
の
は
初
咋
の
地
溝
帯
の
方
向
に
地
建
或
は
拐
、
震
の
庭
が
延
び
て

居
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
が
別
段
左
様
た
傾
向
は
，
認
め
ら
れ
な

い。
格
り
に
臨
み
今
岡
の
踏
奈
に
種
々
御
親
切
に
便
宜
を
計
っ
て
下
さ
っ
た

金
津
及
び
伏
木
測
候
所
長
、
並
び
に
内
務
省
七
尾
湾
修
築
事
務
所
の
諸
氏

に
深
謝
す
る
弐
第
で
あ
る
。


